　　　－文武併道の戦国名将―

　　　　　直江兼続(かねつぐ)の漢詩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林伸伍

　　はじめに
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　来年のNHKの大河ドラマは、戦国時代の文武両道の名将といわれた直江兼続を主人公とした「天・地・人」に決定したそうである。直江兼続といえば、日本史にかなり興味を持っている人であれば誰でも知っている戦国武将であるが、一般的には、武田信玄、上杉謙信、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康などに比べればあまり有名な人物とはいえないようである。直江兼続の兜の前立てには、当時としては珍しい「愛」という字がつけられており、俗受けを狙ってこの文字が大きく強調され、結構話題になることであろう。彼が密かに想っていた女性に対する「愛」を表しているとか、部下や領民を愛する気持ちの「愛」を表しているとか、いろいろとこじつけて解釈されるのではないかとも思われるし、まあ、それはそれで良いかも知れない。もっとも、この兼続の兜の前立ての「愛」という文字は、明治以後近代になってから英語の「LOVE」を翻訳して用いられるようになった西洋流の「愛」とは無関係だと思われる。これは彼の信仰していた「愛染明王」に由来するものであり、現代風でいう「愛」を表しているわけではなさそうである。愛染明王の名前の「愛」は、人間が誰でも備えている本能的な「愛欲」は、時として人間を快楽に導く力を持っているが、またその反面人間を滅ぼす力となるものであり、この「愛欲」を止揚させて、悟りを求めようとする力に変えさせ浄化させなくてはならない、という意味からきているようである。愛染明王像は、頭に獅子冠をかぶり、髪を逆立て牙をむき出した忿怒の形相を示しており、決して愛情豊かな柔和な相ではない。愛染明王は「息災」「延命」「敬愛」などを司る修法の本尊とされているが、また「調伏(敵や害悪を法力で押さえ込むこと)」を司っている、とされている。戦国武将としては、この「調伏」を主として愛染明王の加護を願って、兜の前立てにしているものと考えるほうが自然であろう。これは、彼に多大の薫陶と影響を与えた最初の主君上杉謙信が「毘沙門天」を信仰し、兜の前立てや旗印などに「毘」の字を用いていることと無関係ではないと思われる。
　彼が一般的にはあまり有名な戦国武将ではないといっても、兼続は上杉景勝の家臣であり、先述の天下統一を狙った戦国武将たちとは立場が違うので、彼らと比較すること自体はあまり意味がないことはいうまでもない。むしろ、戦国時代の名参謀といわれ、軍師としての極めて勝れていた島左近、真田昌幸、黒田如水、本田正信などと比較すべき存在であろう。直江兼続は、いままでもテレビや映画にも幾度か登場しているが、もちろん主役としてではなく、あくまで脇役としてあまり目立たないような立場の役柄にしか過ぎない。　　　　現在、NHKの大河ドラマ「風林火山」の主人公として、武田信玄の名参謀としての山本勘助が活躍する姿が描かれているが、実は山本勘助は江戸時代に出版された読物「甲陽軍鑑」にしかその名前が見られないので、彼の実在性については長い間かなり疑問視されてきた。最近、といっても昭和四十年代のことであるが、山本管介という武田家の家臣が確かに存在していたという資料が発見されたそうである。しかし、それは単に武田家の家臣帳の中に名前が記載されているというだけのことであり、この山本管介が本当に「甲陽軍鑑」に記載された山本勘助と同一の人物であるかどうかという疑念もさりながら、どのような人物であるかということについての詳細は不明のようである。したがって、山本勘助に関する小説や映画のストーリーのほとんどすべてが「甲陽軍鑑」から敷衍されたまったくのフィクションにしか過ぎないのである。山本勘助と比較すると、直江兼続はもちろん実在の人物であり、資料もかなり多く残されているので、ドラマの主人公としては申し分がない。
　　直江山城守兼続について
　直江兼続は、永禄三年(1560)越後に、上田坂戸城主長尾政景の家来樋口宗惣右衛門兼豊の長男樋口与六兼続として生まれた。父の惣右衛門は、薪炭用人というあまり高い身分ではなく、いわば半士半商のような立場にしか過ぎない侍だったようである。樋口与六は、十五歳ごろから長尾政景の子の喜平次顕景（後の上杉景勝)に近習となり、上杉謙信の居城である春日山城で仕えた。景勝は、兼続より五歳年長であった。このころ、実子のなかった上杉謙信には、養子として北条氏康の七男の氏秀(後の景虎)と顕景がいた。同じ養子であっても、景勝の実母は謙信の姉であり謙信の甥であるから、血筋としては正当性もあり、政略的な立場で養子となった景虎よりは地侍たちの信頼は強かったようである。当然のことながら、謙信の死後、景虎と顕景の跡目争いになり、顕景が勝利を収めることになったが、樋口与六はこの戦いに大きく貢献した。その後、この戦いの論功行賞を廻って春日山城の家老であった直江信綱が不慮の死を遂げ、嗣子がなかったため、お家断絶となるのを惜しんだ景勝の命により、兼続が直江家の養子となった後を継ぐことになり、樋口与六兼続は直江兼続と名乗ることになったのである。直江信綱の未亡人「お船(せん）の方」の婿となったのであるが、兼続と「お船の方」とは生涯仲睦まじかったと伝えられている。以後、景勝の信任厚く執政となり、狩野秀治とともに藩政を担当することになった。狩野秀治没後は、景勝の信任を一身に担い単独執政を生涯行うことになったが、これはもとより武将・参謀としての景勝の際立った才と、行政人としての優れた才を兼ね備えていたからに他ならないということである。越後の上杉家は、上杉謙信と武田信玄が健在であった頃から甲斐の武田家と宿命の対決を繰り返してきた。謙信・信玄の没後、武田勝頼が織田信長に滅ぼされた後、上杉家は織田信長勢の攻略を受けて大いに危うかったのであるが、本能寺の変で信長が倒れたために幸運にも難を免れた。その後、羽柴秀吉が富山城の佐々成政を滅ぼした時、越中・越後の国境近くの越水（おちみず）城で、最初は渋っていた景勝が兼続に強く勧められて、お忍びで来た秀吉と会見し、羽柴陣営に加わることを決意した、ともいわれている。いわゆる「越水の会」である。石田三成との交友は、この時から始まったといわれているが、「越水の会」の内容は不明であるし、この会合はなかったという説もある。ただ、それ以前から三成と兼続の文書による交流が頻繁にあったことは事実のようである。このころから、兼続は山城守を称するようになっている。秀吉から上洛を促されていた景勝は、兼続に説得されてやっと重い腰をあげて上洛し、前年関白となったばかりの秀吉に臣従することを誓い、従四位下左近衛少将に任ぜられた。兼続も従五位下に叙せられている。その後、景勝は、かつて上杉家を裏切って信長に加担した新発田城の新発田重家を七年越しにようやく討ち、また、佐渡を攻めて支配下に収め越後地方を完全に掌握した。秀吉の小田原攻めに参加し、朝鮮出兵にも参加し、大いに武功を上げている。兼続はいずれの戦いにも景勝に従って働き、参謀として大いに活躍したことはいうまでもない。その十二年後の慶長三年一月、理由は不明ながら秀吉の命で越後七郡、信州四郡、佐渡三郡、出羽庄内三郡九十一万石より会津四郡、仙北八郡他百二十万石の領地に国替えとなったが、このとき兼続は出羽米沢三十万石を与えられ、景勝の家臣ながら諸侯の扱いを受けることになった。しかしながら、この年の八月に秀吉は死去している。この国替えには、いろいろの説がある。秀吉が、当時全国有数の金産地であった佐渡を支配下に入れたいと思っていた、強力な力をつけてきた上杉氏を本来の土地から離すことによってその勢力を削ごうとした、天下覇権に対して野心の見られる伊達氏に対して上杉氏を奥羽鎮護の要に置こうとした、などの諸説があるが、秀吉の真意は不明のようである。
　巷説によると、「越水の会」以後石田三成と兼続との交友は刎頚の友として続いたとされている。後年の関が原の戦いの際に、兼続が上杉景勝を動かして徳川家康の背後を衝くことを約束していたといういわゆる「密約」・「密謀」説に繋がるものであり、多くの史家や小説家が取り上げているが、本当に確とした「密約」・「密謀」が存在したかどうかについての真相は不明のようである。一説では、家康嫌いでは共通していたものの、兼続と三成は必ずしも心を許しあった仲ではなかったともいわれているし、三成挙兵は家康の上杉征討に便乗したものであった、ともいわれている。慶長五年、関が原の戦いの前に、景勝嫌いの家康は牽強付会というべき理由により会津の上杉景勝を討つことを決め、念入りに豊臣秀頼名義で勅許を取った上で、家康自ら五万の大軍と共に東海道を下り会津に向かった。しかしながら家康軍が下野の国の小山に到着したところで上方の情勢が緊迫してきたため、急遽、一転して石田三成を討つことに方針を変えて軍を西方に転進することにした。家康がいろいろと難癖をつけ会津征討に向かう前に、家康に対して兼続が送った弁明書(いわゆる「直江状」)は有名である。詰問状の各項目に明快且つ理論的に弁明を述べており、今われわれが読んでも実に痛快で胸がすく名文であるが、原本が存在しないため、江戸時代に入ってからの後人の偽作でという説もあるようである。この弁明書は、家康の命を受けて兼続の知人である豊光寺の僧承兌が送ってきた書状(詰問状）に対する承兌への弁明書であり、直接家康に対して送ったものではないが、明らかに家康に対して挑戦した文章である。この「直江状」が家康に会津追討の口実を与えたともいわれている。後人の偽作であるかどうかは、現在でも専門家の意見が分かれるところであるが、もし偽作だとしたら、江戸時代になってからも、それだけ世間に兼続が高く評価されていたために作成されたものである、ということになるのではないかと思われる。

一般的には、兼続は盟友石田三成に呼応して兵を挙げることを約束しており、家康を撃つ決意を持っていたといわれている。そして、兼続はこの時急遽西に転進した家康軍を追撃することを主君の景勝に強く進言したのであるが、何故か景勝はこの進言を入れず、兵を若松城に引き帰してしまった。別の説では、むしろ景勝が家康を追撃するように強く主張したが、兼続のほうがこれを諌めて止めたのだ、ともいわれているが、どうもこれは正しくないようである。そして天下分け目の関が原の戦いは、予想に反してわずか一日足らずで決着がつき、家康の天下となってしまったのである。その後、本来であれば上杉家は内府家康によって取り潰される可能性があったが、結局会津百二十万石から四分の一の米沢三十万石に削封されて辛うじて存続することになった。米沢三十万石といえば直江兼続の旧領そのものである。そこへ、主君景勝以下旧百二十万石の家臣のほとんどすべてがそっくりそのまま居候のように移り住んだのである。もちろん家臣の禄は大幅に減らされたわけであるが、藩の格式などは百二十万石のままで通したそうであるから、藩の運営はどう考えても無理な非常に苦しい状態になったことはいうまでもない。三代藩主の時、上杉家は嗣子を決定しない間に藩主が亡くなってしまったため、本来ならお家断絶なるところを高家の吉良家から養子を迎えることでかろうじて存続したが、それを理由に半分の十五万石に減封されてしまった。それにもかかわらず、体面を重んじて家臣の召し放ちを行わなかったため、藩の財政は非常に逼迫したものになった。後年、あの上杉鷹山が厳しい藩政改革を図らざるを得なかったことは有名であるが、その財政破綻の原因は十五万石に削封されたこのときにばかりにあるのではなく、その遠因はもともと百二十万石から三十万石に削封されたときに遡って存在するようである。因みに、兼続は元の禄高の十分の一の三万石（一説には五万石あるいは六万石）を与えられといわれているが、実際には五千石だったともいわれている。その後、景勝は家康の命で大坂夏の陣、冬の陣に参加して豊臣方と戦うことになり、冬の陣では上杉勢の活躍は目覚しかったが、夏の陣では京都の守護だけの役割で終わった。景勝、兼続両将の戦場での活躍はこれが最後であった。兼続は、その後は史書や詩歌や経典を読んで過ごした。元和五年(1619)景勝に従って出府中、江戸鱗屋敷において死去。六十歳であった。兼続は、武将としても一流であり、行政人としても優れており、また戦国時代の文人としても超一流であった。武将、行政人としての実績は措くこととし、文人、特に漢詩人としての兼続についてご紹介したいと思う。
　　
　　戦国武将たちの漢詩
　その前に、戦国時代(安土・桃山時代)の武将の漢詩の幾許かをご紹介したい。戦国武将は、決して武辺者ばかりではなく、ほとんどの武将が和歌を詠んでいるが(誰でも常に辞世の歌を懐に忍ばせていた)、漢詩となると矢張りその数は少ないようである。それでも、上杉謙信、武田信玄、伊達政宗、足利義昭、前田慶次郎などの詩が伝えられ、それぞれに非常に興味深いものがあるので、直江兼続の漢詩をご紹介する前にそれらの詩の幾つかをご紹介したいと思う次第である。

上杉謙信の漢詩：
　　　　　　　九月十三夜陣中作
　　　　霜滿軍営秋氣清　數行過雁月三更

　　　　越山併得能州景　遮莫家郷憶遠征

　　＜粗訳＞
　『霜は我が軍営に満ちて秋の気配は清く澄みわたり、
　月の出た夜更けの空には雁が幾列か連なって飛んでいる

　　越後の山並みばかりではなく能登の地の素晴らしい景色をも愛でることができて
　　この遠征を案じていることであろう郷里の家族達のことは一向に気にならないの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　である』
この詩は、謙信が能登の七尾城を攻略した時、落城を前にして陣中で作ったものだといわれている。上杉謙信は、いうまでもなく直江兼続が最初に仕えた主君であり、戦国時代の代表的な名将の一人である。謙信も文武両道の武将であり、兼続がその影響を受けたことは想像に難くない。謙信は「不識庵」と号しており、「機山」と号した武田信玄とは生涯の好敵手であったことは、江戸時代から今日にいたるまで知らない人がいないくらい有名である。頼山陽の「鞭声粛粛夜河を渡る」という起句で有名な「川中島の合戦」を詠んだ七言絶句は、「不識庵機山を撃つの圖に題す」という題名になっている。この詩は、私が少年のころ何度も吟じた詩であるが、長ずるに及んで、詩吟といえば「べんせい～しゅくしゅく～」という俗世間の風潮（有名な割には「鞭声粛粛」の意味すらも理解している人が少ない）にうんざりして、この詩だけは吟じたことがない。
　しかしながら、この上杉謙信の詩はどの詩吟教本にも必ず載っている詩であるが、いつ吟じても背筋がピーンと伸びるような風格の詩であり、頼山陽の詩のような俗受けを狙った衒気や嫌味はまったく感じられない名詩である。この詩は、謙信の直筆が残っていないので、頼山陽が手を加えたものであるという説もある。頼山陽が、原詩は「霜は軍営に下りて」だったのを「満ちて」に直したとか、「不管」あるいは「任他」であったのを「遮莫」に直したなどともいわれている。また、手を加えたどころか頼山陽が作ったものである、という説すらある。しかしながら、頼山陽の詩に詳しい人なら分かるはずであるが、彼の作品は非常に衒学的でしかも和臭が強い大向こうに受けるような俗っぽい表現が多く、このような爽やかな感じの詩は稀である。謙信の詩ではないとしても、頼山陽の詩とは思えない名詩である。
また、謙信の辞世の漢詩といわれるものがあるが、完全な詩ではなく、二句しか存在していない。「四十九年一睡の夢　一期榮華一盃酒」という詩である。平仄、押韻共に整っていないし、措辞も内容も漢詩の体をなしていない。詩というよりも禅坊主の偈のようなものであろう。この辞世の詩と「陣中作」にあまりにも乖離が大きいことと、謙信の作といわれる漢詩が一首しか存在していないことが、「陣中作」が謙信の作ではない、といわれる所以のようである。
武田信玄の漢詩：　
　薔薇　　　　　　　

　　　　滿院薔薇香露新　雨餘紅色別留春

風流謝傳今猶在　花似東山縹渺人　　
　　　＜粗訳＞　

　　『庭一杯に咲いている薔薇の花に香りを含んだ露が満ちて新鮮で
　　雨があがった後のその見事な紅色はまだ春を留めているようである
　　中国東晋時代の風流人謝安の伝記は今でもなお残っているが

　　この薔薇の花は遥か遠くに霞むように東山に隠遁した謝安の姿に似ているようだ』
　
　上杉謙信の宿命の好敵手であった武田信玄の風貌は、あの高野山成慶院に重要文化財として保存されている長谷川信春(等伯)作の、大兵肥満の坊主頭で太く長い髭を鼻下に蓄えた、逞しい顔の肖像画によって長い間確立されてきた。しかしながら、最近になってからこの肖像画は別人のものであることが明らかになっている。その根拠は、描かれている人物が持っている刀の家紋が武田家の家紋ではなく、能登畠山家の家紋であり、またこの肖像画の年齢の頃にはすでに出家している信玄の頭に僅かながら髪が残っていることはおかしいのではないか、というようなことのようである。能登出身の画家長谷川信春が、能登畠山家の誰かを描いたものであることは間違いないようであるが、この肖像画が畠山家の誰のものであるかということについて現在も現在も大いに議論されている。いずれにしても、この画が長年庶民の中に定着してきた信玄像であることは否定されたと断言してもいいようである。むしろ、「武田晴信(信玄）初陣の図」(信松院蔵)に描かれている晴信二十歳のときの画像を見るとかなりの優男であり、成慶院蔵の肖像画のように、恰幅が良く、ふてぶてしく逞しい「信玄坊主」的な感じは少ないことに注目すべきであろう。そして、高野山持妙院蔵の壮年期の武田晴信像も、極めて知的な白皙の武人の容貌を示しており、一般的に認識されている成慶院蔵の信玄像の面影はない。また、信玄が追放した父親の武田信虎の出家姿の肖像画(大泉寺蔵)も、成慶院蔵の信玄像とは似ても似つかない誠実そうな顔貌の優男である。どうも、長年にわたって信じられてきたあの憎たらしいばかりの強烈な信玄像は誤りのようであり、かなり繊細で優しい相貌の武将だったのではないかと推測されるのである。それは、現存する彼の漢詩「機山十七首」からも窺うことができる。この機山十七詩をみると、その多くは戦国武将らしからぬ繊細で優しいものばかりである。機山十七首の中には、その他「惜落花」「薔薇二首」「旅館聴鵑」「春山如笑」など、武張ったところがまったくない風流な趣の詩が多い。「薔薇二首」の中の一首をご紹介したが、この「薔薇」という詩を見ても分かるように非常に素晴らしい感性の持ち主である。「薔薇」などという花はあまり漢詩に詠まれている花ではないようであるが、信玄は自分の屋敷の庭に多くの薔薇を植えてその香り、色、姿を楽しんでいたとのことである。
足利義昭の漢詩：
　　　　　　　　避亂泛舟江州湖上

　　　　　落魄江湖暗結愁　孤舟一夜思悠々

　　　　　天公亦怜吾生否　月白蘆花浅水秋
　　＜粗訳＞
　『(都を離れ）近江の巷に落ちぶれ心が暗くなるような悲しい物愁いに耽っている
　　この一艘の舟での一夜は本当に憂鬱である

　　天もまた我が不運の生涯を憐れんでくれているのだろうか

　　月は浅瀬の蘆の花を白く照らしているうらぶれた秋の夜である』
室町幕府第十五代将軍足利義昭は、足利幕府最後の将軍であり、一度は出家し、その後還俗し、さまざまの人たちを頼ったり利用されたりしながらしぶとく戦乱の世の中を生き抜き、その人生の多くを漂泊流浪の中に送った日本史上稀有なる将軍である。当時の将軍は公家に近い存在であり、ここで戦国武将の一人に入れるのは多少憚るところがあるが、将軍はあくまで征夷大将軍であり、立場上は武家の棟梁であることはいうまでもないので、一応戦国武将という範疇に入れることにしたのである。この詩は、永禄八年(1536年)、兄である将軍義輝が三好善継・松永久秀に弑された際、乱を避けるために舟を琵琶湖に浮かべて近江に逃れた時の作だといわれている。出典もしっかりしており、十分に当時の心境を詠みこんだ非常に優れた詩である。　　
　　　
　伊達政宗の漢詩： 
　醉餘口號

　　　　　　　四十年前少壮時　功名聊復自私期

　　　　　　　老來不識干戈事　只把春風桃李巵
　　＜粗訳＞
　『四十年前のまだ若く気持ちも勇ましかったころは
　何とか功名をあげてやろうと自分の心の中でひそかに気負っていたものだ

　しかし老いて世の中が太平になり戦いのことも忘れてしまったこのごろでは

　ただ春風の中で桃の花を愛でながら酒を飲むだけになってしまった』
　独眼竜伊達政宗といえば、誰でも知っている高名の戦国武将である。結局、天下取りは実現せず奥州の覇者で終わったが、幾度か天下を窺ったことのある戦国時代の大物の一人である。秀吉が天下を取ってからは秀吉に臣従を誓ったが、秀吉の小田原攻めのときには遠回りをしてわざと遅参し、危うく切腹させられそうになったものの、策をもってうまく切り抜けた智恵者でもあった。関が原の戦いの際には、家康から百万石を約束され(当時六十万石)家康の東軍に加担した。関が原の決戦直後、上杉景勝が最上氏の居城山形城を攻撃した時には、最上側を応援して上杉勢と戦ったが、最上城が落城した後、疲弊していた上杉勢を何故か攻撃せず、また戦後、南部領の一揆を煽動したことなどが発覚し、家康との論功行賞は百万石ではなく、わずか二万石の加増にとどまった。その後は、仙台を中心とする領地の整備開発をはかり、六十二万石ながら実質百万石という豊かな藩にしている。漢詩人としての政宗は、戦国武将の中では叙情性の豊かさでは群を抜いているといわれている。この詩は、もちろん晩年の詩であるが、もう戦功も天下取りも過去のものになってしまった心境をよく表している。この「酔余口号」にはもう一首五言絶句もあり、こちらもなかなかの傑作である。その他「落梅」「元旦に觚を試む」「春月」「偶成」「朝鮮之役載一梅而帰栽之後園詩以記」などの佳作、傑作がある。この中で、他の作と趣が異なっているものは「偶成」と題する詩である。これは「邪法邦を迷わして唱えて終わらず…」という起句で始まるキリスト教を強く否定した詩である。外国との通商貿易を望み、わざわざ支倉常長をイスパニアに派遣した政宗が、七年ぶりに帰国した彼を獄に投じ(二年後病死)、その後、子の常頼を斬罪に処している。もちろん、幕府の嫌疑を晴らすためのやむをえない処置であった。この詩は、また自分が耶蘇教に対して強い敵愾心を持っているのだということを表すために、心ならずも作った苦しい言い訳の詩であったといわれている。「酔余口号」も、天下の政治には何ら関心がないことを幕府に対して意図的に示した詩である、と評している人もいるようである。
　　

　　前田慶次郎の漢詩：
　　　　　　　　　　夢我京洛友　
　　　　　　　向東北去行路難　遙隔古郷涙不乾
　　　　　　　我夢朋友高枕上　破窓一宿短衣寒

　　　　＜粗訳＞
　『今自分は東北の奥羽に向かって旅をしているがその行く手は険しい
　　遥かに遠くのふるさとを思うと涙が流れて止まらない

　　旅先の宿でかつての友達を夢に見たが

　　目が醒めると破れ窓の部屋で丈の短い粗末な着物に寒さが沁みてくるばかりである』

　前田慶次郎は、知る人ぞ知る文武両道を窮めた戦国時代の「傾奇(かぶき)者」である。「傾奇者」とは、戦場、平時を問わず好んで奇矯の振る舞いをする武士のことであり、また「婆裟羅(ばさら）者」ともいわれた。前田利家の甥ということになっているが、慶次郎は利家の兄利久の後妻の連れ子であり血の繋がりはない。織田信長の家臣である滝川一益の一族の滝川益氏、或いは滝川益重に子ではないかといわれているが、定かではない。養父の前田利久は、あまり武将としては有能ではなかったため、信長はそれを理由に利久の居城であった荒子城を弟の利家に譲ることを強要し、利久親子は城を追われ諸国を流浪することになったとのことである。利家が、能登一国の城主になった後、義理の叔父である利家に仕えたが、叔父、甥の仲は決して良いものではなかったようである。彼は、六尺豊かな長身の偉丈夫であり、武芸(とくに槍)にも秀でており多くの武勲を挙げている。多くの逸話があるが、とくに「傾奇侍」「婆娑羅武者」としての逸話が多い。しかしながら、彼はたんなる武辺者ではではなく、学問、教養もある文武両道の武将であった。とくに、義理の叔父前田利家と仲違いをして出奔したのちは、京に出て浪人生活を送りながら、里村紹巴、昌叱親子、九条稙道、古田織部など多くの文人と交わり、学問、歌道、乱舞(能、仕舞)などに磨きをかけたということである。国学にも、漢学にも長じていたといわれている。彼は、家康の上杉討伐の話を聞き、朱塗りの大槍を抱えて上杉家に馳せ参じた。上杉景勝は慶次郎が心服した唯一の戦国大名であったといわれているが、実際には景勝の重臣の直江兼続に惚れ込んだためである、ともいわれている。上杉家に仕える以前から、お互いに文武両道の慶次郎と兼続とは心から許しあった莫逆の友であった。上杉討伐に出兵した家康が、急遽西に転進して関が原に向かった家康を何故か追撃しなかった景勝は、隣国の最上家と戦うことになったが、この戦いで慶次郎は大奮戦している。
この前田慶次郎に関する数多くの逸話がいろいろの資料に書かれてはいるが、本当の詳しい資料は少ないようである。その中で、間違いなく彼の手になるものとして現存する資料がある。それは、上杉家が関が原の役後の家康の処分によって会津百二十万石から米沢三十万石に押し込められた後も、慶次郎は上杉家に仕えることを決意し、京から米沢に赴く間に書き綴った十月二十日から十一月五日までの二十六日間の記録「前田慶次郎道中日記」である。この「慶次郎道中日記」は現在米沢市の資料館に保存されているそうである。この道中日記の中に記されている漢詩の一つが上掲の詩である。十一月五日に、坂本に宿泊したときの詩である。「東に向かい、北に去る」というのは、京から東北の地「米沢」を指していることはいうまでもない。
　　直江兼続の漢詩

　江戸の儒者藤原惺窩は「近世、文を戦陣の間に好める者は、小早川隆景、高坂昌信、直江兼続、赤松広通と上杉謙信あるのみ」と記しているし、明治末に、福本日南がその著「直江山城守」の中で「兼続、乱離の世に生まれ身は戦闘攻伐の間に託しながら、つとに経世の学に志し兼ねて文学を嗜みたるは、五臣註の文選を上梓したるをみてもこれをしるべし」と記している。また、一流の儒学者であり政治家でもあった新井白石は「我蔵に兼続が和漢連句百韻あり、その詩才疑うべからず」と記している。これらをみても、兼続に対する評価は非常に高いものであるといえるようである。兼続の若き頃の主君である上杉謙信は、戦国の雄でありその生涯を戦塵の中で過ごしたのであるが、幼少の頃より学問の道を修め、詩歌をはじめ謡曲、能、琵琶、茶道などを嗜んである。また、禅宗を修行し、さらに真言密教に帰依し、不識庵謙信と称している。兼続は、その謙信の感化を受け、武将としても一流の人物になるとともに、文人としても一流の教養を身につけている。もともと、越後府中は古くから京と密接な関係があり、五山文化の影響を受け、また歌人、連歌師、茶人などが出入りしてきた土地柄であった。長尾上杉氏の時代も京の文人との交流は盛んであり、謙信も詩歌を嗜み連歌も好んだのである。兼続は、和歌、連歌などにも長じていたが、漢詩の作者としても、戦国武将の中でも上位に属する巧者であるといってもいいようである。私が眼にした漢詩はわずか十数首に過ぎないが、いずれも非常に味わいのあるものばかりである。そのうちの数首をご紹介したい。
歳旦

冬風吹盡又迎春　春色悠悠晷運長

池上垂糸新柳緑　檻前飛氣早梅香

　　　　＜粗訳＞
『寒い冬の風も吹き尽くしてようやく又春を迎えることになった

春の気配は落ち着いて日陰のめぐりも長くなった
池の上の新柳も緑の糸を垂れている

手すりの前には情趣をもたらす早梅の香りがする』
この詩は、兼続十九歳の元旦に作ったものであるといわれている。

　　　　螢簾入
凉螢度竹影横斜　忽入疎簾夜色加

應是客星侵帝座　丹良一點映窓紗
　　　　粗訳

『涼やかな蛍が竹林を斜めに横切り

目の粗いすだれの中に入り込み夜の気配は一層深まってきた
これはあたかも彗星が帝座を侵して入り込んだようなものである

蛍の一点の光が薄布を張った窓に映し出されている』

この詩は、非常に風流な詩であるが、轉句の「応に是れ客星帝座を侵し」が、何か非常に意味深いことを含んでいるようでもあり、たんにその光景を星にたとえて詠んだだけの深い意味はない句のようでもあり、ちょっとばかり疑問の残る詩である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　織女惜別

二星何恨隔年逢　今夜連床散鬱胸

私語未終先洒涙　合歓枕下五更鐘

　　　　　＜粗訳＞
『牽牛星と織女星は一年おきにしか会えないが、決して恨んではいない
今夜は床を共に出来て胸の中の鬱鬱とした気持ちを吹き飛ばそう
二人でしんみりと話をする前に織女の涙が溢れ出てしまい
歓びを交わしているうちにすでに夜明けの時が来てしまった』
直江兼続の代表作であり、もちろん武将としての寓意などはなく、純粋に文学的に非常に優れた詩であると評価されている。

　　　雪夜囲爐
　　　雪夜囲爐情更長　吟遊相會古今忘

　　　江南良策無求處　柴火煙中煨芋香

＜粗訳＞
『雪の夜いろりを囲んで話をすれば気持ちはゆったりとしてくる

お互いに詩の話をすれば昔のことはすっかり忘れてしまう

かつて、乾坤一擲の策を献じたがそれも空しいことになってしまったが
柴を燃やした薄炭の中で焼いた芋が良い香りをしている今が一番だ』
この詩は、単純に友人と雪の降る夜にいろりを囲んで時を過ごしている悟りきった心境を詠んでいるようでもあるが、「江南の良策」をあの関が原の役の際、西へ転進する家康を追撃することを主君の景勝に進言したにもかかわらず、その策を入れられなかったことを指しているのではないか、と解釈している人もいるようである。そして、このときの友人があの前田慶次郎ではないか、とも推測している人もいるようであり、そうであれば非常に面白いが、これはどうも穿ち過ぎのようである。

完全な形の漢詩ではなく、後半の二句しか残されていないが、有名な句がある。

あるいは、もともとこの二句だけしかなかったのかも分からない。

　　　　　　　　　　　無題
　　　　　春雁似吾吾似雁　洛陽城裏背花歸
　　　　　　＜粗訳＞
『北へ帰る雁はまるで自分のようだし、雁もまた自分のようである
　それは、花の咲く時節に背を向けて都を去って故郷に帰り行く自分と同じだ　　　　　　　
　　　　　からだ』
この二句は、越後林泉寺の宝物（掛け軸）として伝わっているものである。他の七言絶句以上に非常に有名で、上杉家の削封による米沢移封のときの心境を詠んだものではないかという説もあり、まさしくそのときの心境を詠んだものとしてはぴったりの内容であるが、米沢移封は十一月なので、残念ながらどうもそうではないようである。
兼続の漢詩は、前述のようにそれほど多くは残されていないようであるが、その他「山家」「逢恋」「元日」「菊花」「人日」「独在他郷憶旧友」などがあり、いずれも措辞、構成、韻律などに瑕疵は少なく、武張ったところのない風雅で感じの良い内容のものばかりである。
おわりに
　直江兼続は、冒頭に述べたように一般的にはそれほど名前を知られた戦国武将ではない。しかしながら、文武両道の名武将であり、また主君上杉景勝の陰の力となり働いた名参謀でもあり、その行政手腕も非常に優れた名宰相でもあった。上杉景勝の家臣であったが、関ヶ原の役後に上杉家が削封になる前には米沢三十万石の領主でもあり、一国一城の主でもあった。そして上杉家削封後は、いわば、上杉家の当主と家臣がそっくりそのまま家老職の領地に転がり込んで、居候を決め込んだようなものであったが、自分一身のことはあまり考えないで上杉家が成り立っていくために粉骨砕身勤めたといわれている。約十八万石の米沢の地に、旧家臣とその家族たちが移転したため、住居も不足して大変だったが、兼続は城下を整備しまた開墾を奨励して藩の運営を安定させるように図っている。行政人としての兼続の業績については述べる紙面がないので割愛するが、武将として、行政人として、また文人として勝れた直江兼続が、NHKの来年の大河ドラマで大きくクロース・アップされることは大変に喜ばしいことである。殺伐とした戦国時代の武将の中で、武将としても傑物でもあったが、それにもまして勝れた文人であった兼続の人柄を偲んで、彼の遺した漢詩の一部をご紹介した次第である。
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